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「ほら!"大人気・トンズラブラザーズ&ニューアイドル・ビーナス出演中!"だってさ」
街角でジェフが派手な看板を見つけて言った。トンズラブラザーズか。ついこの前別れた
ばかりなのに、なんだか懐かしい。ぼくらはトポロ劇場に彼らを訪ねてみることにした。
楽屋へ訪ねたぼくらを、トンズラさんたちは歓迎してくれた。でも、どことなく元気がな
い。どうしたんだろう?
「いやあ、実はこの劇場のオーナーにだまされて、借金作っちやつたのさ、ベイビー!」
「面目ねえ。ネス坊に助けてもらったのによお。またニセの契約書でしばられちまって。な
んと今度の借金は100万ドルだゼイ、イエイ!
「ひや、ひやく万ドル!」
思わずポーラが口をあんぐり。と、そのとき、楽屋の扉が開き、やったら派手なおばさん
が入ってきた。首には何重ものネックレスがまかれ、10本の指にはごてごてと指輪がはめ
られている。持っているアクセサリーをありったけつけたってかんじだ。
「ちよっと!このボクちゃんたちは何ザーマスか!あんたたちには100万ドルも貸し
てあるんですからね、私の目の届かないところで勝手なことはしないことザーマス!」
ぼくらは、彼女が呼んだ警備員によって、あっさりと楽屋をつまみだされてしまった。
そのとき、ぼくは思わず、「大丈夫!なんとかするから、待っていて〓」って叫んでいた。

